
平成２０年度環境報告書に対する意見及び回答（案）

実施・重点
事業Ｎｏ 意見の概要 意見に対する回答 担当部署

13

公共下水道の整備
下水道普及率が１９年度の８５．６％に対し，
２０年度は０．８％普及率が向上したが，そ
のために２７億３，３００万円の費用を必要と
したのか。

　下水道普及率とは，公共下水道の整備事
業のうち汚水の整備率を表す指標であり，
事業全体の一部の成果を示すものです。
　公共下水道の整備事業には，汚水整備と
雨水整備があります。このうち公共下水道
の整備によって得られる環境基本計画上の
成果を表す指標として，下水道普及率を掲
げたものです。
　一方，平成２０年度の公共下水道の整備
に係る事業費は２，７３３百万円となります
が，これは汚水整備に係る費用と雨水整備
に係る費用の両方が含まれています。

下水道整備課

10

水質汚濁に係る規制・指導
２０年度４６事業所の立入検査をし，１１事業
所，２３．９％の違反があったとのことだが，
やや違反率が高いように思われる。違反内
容はどのようなものか

　処理人口２０１人槽以上の浄化槽が違反８
件と多く，違反内容は，浄化槽の維持管理
不備によるものであります。違反項目として
は，ｐＨ，全窒素及び全りんになっています。
次に工場における排水処理施設に維持管
理不備によるものが３件で，違反項目は浮
遊物質，全窒素及び大腸菌群数となってい
ます。

環境保全課

28

地下水採取の規制
文章には地下水採取の規制を行い，とある
が，右の表には揚水量しか示されておらず，
規制を行ったのであれば揚水量に対してど
のくらい規制したのか，もし，規制していない
のであれば，揚水量について看視を続けて
いる，としてはどうか

　千葉県における地下水のくみ上げの規制
は，地盤沈下の防止等を目的として，千葉
県環境保全条例により昭和４６年より実施し
ています。
　規制の内容としては，規制の対象となる用
途で揚水施設の吐出口の断面積が６平方ｃ
ｍを超えるものは許可を得なければならな
いというものです。
　許可を受けた揚水施設の設置者は，氏
名，住所及び地位を承継したとき，また，井
戸を廃止したときなどには各届出の義務が
あり，さらに，揚水施設の吐出口の断面積
が１９平方ｃｍ以上の井戸を設置しているも
のは，水量測定器による地下水採取量を測
定，記録し，知事（柏市長）に報告しなけれ
ばならない規定があります。
　ここでの地下水採取規制は，各事業場か
ら報告のあった揚水量を掲載させていただ
きました。

環境保全課

　以下の事業は２０年度に実績のない事業
であり，環境報告書に記載する必要がない
のではないか

47

南柏駅東口第一公園整備事業（予算１６，５
９０千円）
１９年度に整備率１００％に達しており，２０
年度は事業がなかったのではないか

　H１９に南柏駅東口第二公園（現名称は南
柏中央第二公園）を整備し，H２０は南柏駅
東口第一公園（現名称は南柏中央第一公
園）の整備を実施しております。

公園緑政課



48 市民農園の整備（予算４４０千円）
　市民農園の残菜置場等整備事業として実
施しております。

農政課

49 援農システム推進事業（予算１，７８８千円）

　市民体験農園（野菜作り教室）に４３名が
参加し，その内１５名がボランティア活動予
定として登録してあります。（応募者数１０４
名）

農政課

18 沿道の緑化（予算０円）
　植栽の費用は道路整備費の中に含まれて
おり，別途計上はしておりません。

道路整備課

35
一般廃棄物処理基本計画の改訂（予算２
２，２００千円）
１６年度以降事業実績なし。

　今年度（平成２１年度）当初予算において
「一般廃棄物処理基本計画策定業務委託」
として５，０００，０００円を予算計上していま
す。
　専門知識を有する民間会社への委託と，
職員自身の調査研究による内部策定（経費
削減）の双方の効果を比較しながら，適宜，
改訂を行います。

廃棄物政策課

41 透水性調整池の整備（予算０円）

　透水性調整池の整備とは，大津川左岸第
６号雨水幹線流域に調整池を整備するもの
です。平成２０年度は，当初の計画に沿って
一通りの整備を終えたところであり，新たな
方針として周辺の学校にも調整池を整備し
ていくことを検討している時期でした。そのた
め明確な活動計画がなく，予算要求をして
おりません。
　なお，平成２１年度においては，新しい方
針が固まり，事業の実施に向けて予算を確
保しております。

下水道整備課

42
透水性舗装の整備（予算０円）
１８年度に整備率１００％になっている。

　２０年度については，当事業を行っており
ませんが，今後，新たに透水性舗装の整備
の必要がある場合には実施する予定であ
り，事業自体は継続しておりますので，記載
しております。

環境保全課

54 環境保全協定の締結（予算２，５８０千円）
　２０年度については事業自体継続してお
り，新規締結はなかったものの履歴として記
載しております。

環境保全課


